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治 療 中の若 年 層 乳 が ん 患 者 が 折 り合 い をつ け な が ら生 活 を送 るプ ロセ ス

要 旨

【研 究 目的 】若年層 の乳 がん患者 は,結 婚や 出産,妊 娠 な どのライ フイベ ン ト,子 育て

や仕事 にお いて も重要 な時期で あ り,生 活 と治療 の調整 が必要 となって くる.そ して,

若年層乳 がん患者 は全乳 がん患者 の中では罹患数 が少な く,同 病者 の支 え合 いの力 を 目

的 としたサポー トグループ に参加 して も,年 齢差が ある と生活環境や価値観 の相違 があ

り人的サポー トを得 に くい状況が ある.そ こで,本 研 究は,若 年層 乳がん患者 が折 り合

い をつ けなが ら生活 を送 るプロセ スにつ いて明 らか にす ることを 目的 とした.

【研 究方法 】対象者 は,研 究協 力の得 られたがん診療連携 拠点病院で ある3施 設 に補助

療法 のために外来通 院中の20～40歳 未満 の乳がん患者 で,研 究の同意 が得 られた11名

に半構成的面接 法でイ ンタ ビューを行 い,デ ー タ分析 を行 った.デ ー タ分析 は修正版 グ

ラ ウンデ ッ ト・セオ リー ・アプ ローチ(ModifiedGroundedTheoryApproach:M－GTA)

を用い,質 的帰納的 に分析 した.

【倫理的配慮 】本研究 は,新 潟県立看護 大学倫理審査委員会 の承認 を得た後 に,各 研 究

協力施設 の施 設長お よび看護部長 に研究協力 の依頼 を行 い,研 究対象施設の倫理審査委

員会 の承認 を得 て実施 した.

【結果 】対象者 は,年 齢35.4歳(標 準偏 差3.4歳)で,乳 がん病期 は1期 が4名,Ⅱa

期 が6名,Ⅲ 期 が1名 で あった.デ ー タ分析 の結果,生 成 され た概念 は43概 念 であっ

た.そ の うち40概 念 か らは,意 味内容の 同類性か ら15カ テ ゴ リが生成 され,さ らに4

コアカテ ゴ リが生成 され た.説 明力 のあ る重 要な概念 については,カ テ ゴ リと同等の説

明力 を持つ と位置付 けた.治 療 中の若年層 乳がん患者 が折 り合い をつ けなが ら生活を送

るプロセ スは,告 知 され治療が始 ま り,『 乳 がん治療 に よる生 きに くさの認 知の体験』

と 『生活 の しに くさに どうにか対応 しよ うと模索す る体験』を行 き来 しなが らくなるよ

うに しかな らない とい う割 り切 り〉を経 て,『 乳 がん と ともに今 を大切 に生 きる』 に至

った。

若 年層乳がん患者 は治療が 開始 され,生 じた後遺症や 症状か ら〈ただ耐 えるしかない

化学療法 の副作用 〉と同時に,【 仕事や 家計 よ り治療 を優先 しなけれ ばな らない歯 がゆ

さ】を感 じていた.そ こか ら 【生活動作 の中で敏感 に感 じるわず らわ しさ】と 【自分の

せ いで家族 を悲 しませ る切 な さ】【人前 に出 られ ない と感 じる容 姿の変化】 を体験 して

いた.ま た,【 人前 に出 られ ない と感 じる容 姿の変 化】があ ることで,【 友人や職場 の人

に乳 がんだ と知れ渡 って しま う不安 】 を感 じてい た.そ れ らに,【 逃れ られ ない死 の恐

怖 を感 じつつ家族 と生活 し続 けたい とい う希求 】と 【同年代 の人 と同 じよ うには想像 で

きない未来の不確 さ】が関わ っていた.こ れ ららの 『乳 がん治療 による生 きに くさの認

知 の体験』 を していた.こ れ に対 して,【 病前 の 自分 と変 わ らない普通 の生活 を したい

とい う願い 】か ら 【治療 と生活 の リズム をつかみ調整 しよ うとす る努力】や 【具合が悪

い時のサ ポー トの受 け入れ 】,そ して 【同病者 の情報 を集 め 自分の病状 との比較 】 とい

う,『 生活 の しに くさを どうにか対応 してい こ うと模 索す る体験』 を行 っていた.こ れ

らは,【 周 囲の人の励 ま しに心理的 な支 えの実感 】や 【以前 と変 わ らず に普通 に接 して

くれ る人 の存在 】,〈 治療 を しやす い よ うに後押 しいて くれ る職場環境 〉といった 『治

療 中の生活 を続 けてい くための周囲 の支援』を受 けて,治 療 中の生活 を送 っていた.こ
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のよ うに試行錯誤 しなが ら生活 してい く中で,徐 々に<な るよ うに しかな らない とい う

割 り切 り>を して 【病気 を好転機 と捉 え充足 した生活 】や 【以前の生活 を取 り戻 しつつ

あ る とい う感 覚 】,そ して 〈今 までの生活 を見直 しこれ か ら生き続 け るた めの方法 を模

索 〉 とい った 『乳 がん と共 に今 を大切 に生 き る』生活 を していた.

【考察 】本研 究の対象者 は くただ耐 える しかない化学療法 の副作用 〉のよ うに副作用 を

じっ と耐 えていた.人 生経 験が少な く,過 去の対処経験 に基づ いた 自分の考 え方や対処

を肯 定的に捉 え られ向 き合 え られない若年 層乳がん患者 は,こ の よ うな未体験 の副作用

に対 して肯定的に 向き合 うこ とは難 しい とい える.そ して,休 職や退職 に よる収入 の減

少や 高額 な医療費 がかか る治療 に よる家計へ の負担 な どがあ り,自 分の命のた めに治療

を優 先 させ な くてはな らない状況 に対 して戸惑 いを感 じてい た.ま た,【 人前 に出 られ

ない と感 じる容姿 の変化 】が あ り,乳 房切除や脱毛 を他人 に指摘 され ることが,自 己の

身体 的イ メー ジの様 々な変化 に必 死 に対応 しよ うとしてい る感情 が揺 さぶ られ 苦痛 と

なっていた.そ して,自 分が乳 がん治療 を してい る ことで家族 の社会 的な関係性 が崩れ

て しま うことを懸念 した り,本 来 であれ ば守 るべ き存在 であ る子供や 家族 に守 られ気 を

遣 わせ て しま ってい る 自分 自身 を不 甲斐 な く感 じた り,妊 孕性 に関わ る問題 な ど,自 分

の疾患や治療 が周 囲の人 に影響 を及 ぼす ことを気 にかけていた.

このよ うな 『乳がん治療 による生 きに くさの認 知体験』 を しなが ら,『 生活の しに く

さを ど うにか対応 してい こ うと模 索す る体験』を してい た.そ こには生活 が制 限 され 自

分 らしさが揺 らぐ不確か さを感 じなが らも,ど うにか病気 にな る前 の生活 を取 り戻 した

い とい う願 いが あった.ま だ 自分 はいいほ うだ と他者 と自分 を比べ,否 定的な感情 を抱

いていた事柄 を肯定 的な感情 に向かわせ ていた.ま た以前 と変わ らず普通に接 して くれ

る人がい るこ とが,病 前 と同 じ社会 に帰属 し関係性 を維 持 したい,今 まで通 りの 自分で

あ りたい と願 う乳 がん患者 に とって支援 と して認知 されていた.こ のよ うな中で,こ れ

か らの様 々な可能 性を少 しず つ あき らめて,若 く乳 がんにな り再発 の リスクや予後が悪

いな どの不確 か な こ とを今 は考 えず に〈な るよ うに しか な らない とい う割 り切 り〉 と

い う思考の転換 を行 っていた.今 の状況 を割 り切 りこれか らの充実 した生活 を送 ること

を考 えてい くこ とが,若 年層 の乳 がん患者 には必 要であったので ある.こ の思考の転換

を しなが ら,今 自分が コン トロールで きる範 囲で過 ごせてい る生活で あるこ とを認識 し,

『乳 がん共 に今 を生 きる』へ と至っていた.

【結論 】看護 師は若年層乳がん患者 に治療早期か ら関 わ り,患 者個 々の治療 と生活のプ

ロセ ス を見極 めた看護 援助の必要が ある.そ の中で は,今 までの体験 のプ ロセ スを振 り

返 り,自 身 と向き合 えるよ う意 図的 な関わ りを行 うことが重 要であ り,看 護 師が患者 の

プ ロセ ス と今後 の長い見通 しをイ メージ しなが ら関わ るスキル を持つ こ とが必要 であ

る.そ して早期 か ら関われ るよ うな看護 モデルを開発 し,個 別的 に継続 して看護 介入 し

てい くシステ ムの開発 が必要 であ る.

【研究 の限界】本研究 は,対 象者 の仕事や家族 な どの社会的背景 を限定 しなか った こ と

で,よ り広 く若年層乳がん患者 の生活 プ ロセ スを見 る ことができたが,デ ータ数 が限 ら

れてい るた め一般化 は難 しい.今 後社会的背景 を考慮 したデ ー タを追加 してい くことが

必要で ある.
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